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３月の行事予定 
 
 １日(日) 卒業式 
 ２日(月) 卒業式代休①② 
 ４日(水) ビジネスマナー講演会①②(ビ) 
 ５日(木) 勝フェス 
      カウンセラー来校 
 ７日(土)・８日(日) 進研マーク模試② 
１１日(水) 午前中授業 
１２日(木)・１３日(金) 高校一般入試 
１２日(木) 家庭学習日(～16日) 

１７日(火) 進路マップ・スタサポ 
２０日(金) 終業式・高校入試合格発表 
２３日(月) 春季セミナー(～25日) 

      インターナショナルデイズ(～25日) 

２６日(木) 入学予定者登校日 

※表記 
①：１年生 ②：２年生 ③：３年生 

普･ビ･中 合同発表会 

 １月２８日（水）に勝山文化センターポンテホールに
て、勝山高校普通科１・２年生、ビジネス科３年生によ
る夢現プロジェクト合同発表会が行われました。また昨
年に引き続き、勝山中学校２年生による「職場体験」の
発表もありました。 
 発表会を開催するにあたり、有志で実行委員会を組織
し、準備から当日の司会・運営まで、多くの生徒が活躍
しました。 
   

ビジネス科３年生 プレゼンテーション 講評 宮本浩治先生（岡山大学教育学研究科） 

実行委員会（司会） 勝山中学校 ２年生 発表 表紙イラスト １３ＨＲ 三木早百合さん 



夢現プロジェクト発表会に参加した生徒の感想を紹介します。 

 私は夢現プロジェクトで司会を務めました。去年
も実行委員として活動した経験から、更に良いもの
を自分たちで創りあげたいと思い、立候補しました。 
 今年は実行委員の人数も多く、司会としてスムー
ズに動くことができました。このプロジェクトでは、
自分が発表会のサポートをするつもりでしたが、自
分も多くの人に支えられて初めて力を発揮できるの
だと実感したことは、自分にとって大きな収穫でし
た。 
 来年は、私たちの代を越える“夢現プロジェク
ト”を皆で創り上げていってほしいです。 

２１ＨＲ 笹尾 陽香さん   

 今年は昨年と違い全て個人での研究となり苦
労した面もありましたが、自分が興味を持って
いる分野を研究できたので、とても意義のある
経験になりました。 
 私は「田舎のお年寄りはなぜ元気なのか」と
いうテーマで発表しましたが、調査を通じて地
元の方と多くふれあうことができたと同時に、
進路に関しても活かしていける発見がありまし
た。発表だけでなく、それまでの過程も含め自
分にとってよい体験になったと思います。 

２２ＨＲ 本田 千花さん 

 私は、「理想の英語教育」というテーマで発表
しました。そもそもこのテーマにした理由は、将
来、英語に携わる職につきたいと思っているから
です。現代の英語教育の課題を見つけ、自分が教
壇に立った時どのような授業展開をしたいかを、
動画を交えながら発表しました。英語を好きな生
徒が勝山高校に少ないという現状を把握し、その
ために何をするべきかを主張しました。 
 夢現プロジェクト発表会の翌日には私が紹介し
た英文を使っている人を多々見かけました。私の
発表によって少しでも英語に興味を持ってくれた
のだと感激しました。 
 この経験を活かし、将来における、より良い英
語教育を追究していきたいです。 

２３HR 小谷 光輝さん 

 相手に自分の言いたいことを伝えるというこ
とは、簡単なようで意外と難しいものです。相
手が覚えてくれていなければ「伝わった」とは
言えないと思います。 
 私たちは、「落合・北房の知られざる秘密」
というテーマで発表し、会話形式で身振り手振
りを大きくすることで伝えたいことを強調しま
した。「伝える」ためのスキルを工夫すること
は、今後の生活でも必要になってくるので、こ
れからも磨いていきたいと思います。 

１３HR 峪田 明日香さん 


